境界点間測量
境界測量によって求められた座標値の計算距離と現地境界点間の測定距離を比較して精度管理を行います。
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――　境界点間測量の観測簿を出力します。

――　境界点間の測定距離を入力します。

――　入力データの修正・出力をします。

――　境界点間計算を行います。

――　境界点間の計算距離を表示・出力します。

――　境界点間の距離計算簿を表示・出力します。
――　精度管理表の表示・出力をします。

――　境界点間測量の終了

１．点間測量用紙 出力
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現地境界点間の測定距離を記録する用紙を出力します。

２．境界点間データの作成

　　　　　境界点間の測定距離を入力します。

　　　　既存のデータが存在している場合、
　　　　　＊ 新規作成　――　既存のデータは書き換えられます。
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　　　　　＊ 追加作成　――　既存のデータに追加されます。
　　　路線名 ： 精度管理表に記載する路線名を入力します。
新規作成する時のみ入力
　　　作業地域の平均標高、平均ｼﾞｵｲﾄﾞ高　：
逆投影計算に使用します。

　　　精度区分 ： 「平地」、「山地」のどちらかを選択します。

　　　測点名 ： 半角１５文字以内
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　　　　「座標ファイルより入力」
　　　　　　　　測点名は座標ファイルより入力が可能です。

　　　　　　　　座標ファイルに登録されている全座標点名が表示されます。

　　　　　　　　点名をマウスでクリック入力してください。

　　　　　　　　「ソート」

　　　　　　　　　　・ 登録順　――　座標ファイルの登録順に座標を表示します。
　　　　　　　　　　・ 点名順　――　座標名のアルファベット順に座標を表示します。
＊ 手入力が混在する場合は、クリック入力の後に手入力してください。

点間距離の入力

　　　　　　・　辺がつながっていれば連続して入力できます。

　　　　　　・　家屋等で辺長が測定できない場合、「点間距離= -10.0」を入力すると精度管理表に「測定不能」の
表示をします。
　　　　　　・　路線の最後は、測点名のみ入力。

　　　　　　・　連続路線・精度区分が変わるごとに「書き込み」してください。

　　　　　　・　全て入力したら「終了」
３．データ修正・出力
　　　入力した点間データを修正・出力します。
[image: image5.png]3557,

S [x]
BED 577l [ KyokaTerkenDatadat | AEEELTL ST
F-B0lEHE
C HRIR  BEOT-SIETAASNES.
OIS BT -ATENRhET,




４．境界点間計算

　　　辺長の表示方法を選択してください。
　　　四捨五入　――　辺長の計算値を四捨五入表示します。

　　　切り捨て 　――　辺長の計算値を切り捨て表示します。
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　　　計算が終了しますと結果が表示されます。

　　　　　＊　許容値超過は表示されます。
５．Ｓ・Ｔ計算簿の表示・出力

　　　境界点間の計算距離を表示・出力します。

６．距離計算簿の表示・出力
　　　境界点間の現地距離を平面距離に計算、表示・出力します。
７．精度管理表の表示・出力

　　　　　許容値は、公共測量作業規規程に基づいています。

　　　　　許容値超過の辺は、摘要欄に「＊」マークが付されます。
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